
(57)【要約】

【課題】紙製緩衝材における凸形状部分や凹形状部分な

どを構成する際、面板を折り曲げて形成される折曲部

を、補強面板や接着代面板を設けることなく、極めて簡

略な手法でその折り曲げ状態を固定することが可能な方

法を提供する。

【解決手段】第一の紙板10の要所に折線と切線を設けて

下側の折曲部19を形成し、第二の紙板20の要所に折線と

切線を設けて上側の折曲部29を形成し、第一の紙板10上

に第二の紙板20を貼り着けると共に、所定角度に折り曲

げた下側の折曲部19の折り曲げ状態を維持しながら、そ

の上面に上側の折曲部29を貼り着けることで、それら折

曲部の折り曲げ状態を固定、維持する。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　第一の紙板の上面に第二の紙板を貼り着

けてなる紙製緩衝材の成形方法であって、

第一の紙板の要所に折線と切線を設けて該紙板に対し所

定の角度をもって折れ曲がる下側の折曲部を形成すると

共に、

第二の紙板の要所に折線と切線を設けて前記下側の折曲

部の上面に貼り着け可能に折れ曲がる上側の折曲部を形

成し、

上記第一の紙板上に第二の紙板を貼り着けると共に、所

定の角度をもって折り曲げた下側の折曲部の折り曲げ状

態を維持しながら、該下側の折曲部の上面に、該下側の

折曲部と同角度をもって折り曲げた上側の折曲部を貼り

着けることで、それら折曲部の折り曲げ状態を固定する

ことを特徴とする紙製緩衝材の成形方法。

【請求項２】　上記第一の紙板と第二の紙板を成形型の

雌型内に上下に重ねた状態でセットし、その雌型に雄型

を上方から重ねることにより、第一の紙板と第二の紙板

の要所の折り曲げと貼り着けを一工程で行うことを特徴

とする請求項１記載の紙製緩衝材の成形方法。

【請求項３】　上記紙板が段ボールであることを特徴と

する請求項１または２記載の紙製緩衝材の成形方法。

【請求項４】　第一の紙板（１０）と第二の紙板（２

０）が、折線（１１ａ，１１ｂ），（２１ａ，２１ｂ）

を介して所定の角度に折れ曲がる少なくとも第一の面部

（１２），（２２）と第二の面部（１３），（２３，２

３）を有すると共に、下側の折曲部（１９）と上側の折

曲部（２９）が、前記折線（１１ａ，１１ｂ），（２１

ａ，２１ｂ）とほぼ対象位置にて反対方向へ折れ曲がる

折線（１６），（２６）を介して所定の角度に折れ曲が

る少なくとも第三の面部（１７），（２７）と第四の面

部（１８），（２８）を有し、

第一の面部（１２），（２２）と第二の面部（１３），

（２３，２３）を折線（１１ａ，１１ｂ），（２１ａ，

２１ｂ）を介して所定角度に折り曲げると共に、第三の

面部（１７），（２７）と第四の面部（１８），（２

８）を折線（１６），（２６）を介して所定の角度に折

り曲げ、その折り曲げ状態を維持しながら、第一の紙板

（１０）上に第二の紙板（２０）を貼り着けて、前記折

り曲げ状態を固定することを特徴とする請求項１～３の

何れか１項記載の紙製緩衝材の成形方法。

【請求項５】　下側の折曲部と上側の折曲部が、折線

（６０），（６３）を介して第一の紙板（１０＇），第

二の紙板（２０＇）に対し所定の角度をもって折れ曲が

る傾斜面部（６２），（６５）からなり、それら傾斜面

部（６２），（６５）を、折線（６０），（６３）から

所定角度に折り曲げた状態を維持しながら、第一の紙板

（１０＇）上に第二の紙板（２０＇）を貼り着けると共

に、傾斜面部（６２）上に傾斜面部（６５）を貼り着け

て、それら傾斜面部（６２），（６５）の折り曲げ状態

を固定することを特徴とする請求項１～３の何れか１項

記載の紙製緩衝材の成形方法。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、例えば電子応用機

器や家電製品等の様に衝撃力に対して敏感な物品を段ボ

ール箱などに収納して梱包する際に、それら梱包物品の

適所に添接させて衝撃を緩衝する紙製緩衝材の成形方法

に関する。

【０００２】

【従来の技術】要所の折り曲げと貼り着けにより所定の

立体形状に組み立てられ、従来の発泡スチロール製緩衝

材と同等の緩衝機能を発揮する紙製緩衝材が知られてい

る。この種紙製緩衝材は、段ボール等からなる紙板の適

所に折線と切線を設けて、梱包物の適所に当接若しくは

嵌合する凸形状部分，凹形状部分を構成するための底面

板、側面板などを多数形成し、要所の折り曲げと貼り着

けにより前記凸形状部分，凹形状部分を組み立てるよう

になっている。このような紙製緩衝材を組み立てる場

合、従来においては、上記凸形状部分，凹形状部分を構

成する底面板や側面板などに加えて、それら折曲部の折

り曲げ状態を固定するための補強面板や接着代面板等を

複数備え、その補強面板の折り曲げと貼着けにより、上

記凸形状部分，凹形状部分の組み立て状態を維持するよ

うになっている。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら上述した

ような従来の紙製緩衝材の成形方法によれば、上記凸形

状部分や凹形状部分などを組み立てるために多数の面板

を必要とするので、折り曲げ作業，貼着け作業が複雑に

なり、人手による組み立てに頼る結果、成形コストが嵩

むなどの問題があった。本発明はこの様な従来事情に鑑

みて成されたもので、その目的とする処は、紙製緩衝材

における凸形状部分や凹形状部分などを構成するため

に、面板を折り曲げて形成される折曲部を、補強面板や

接着代面板を設けることなく、極めて簡略な手法でその

折り曲げ状態を固定することが可能な新規な成形方法を

提供することにある。

【０００４】

【課題を解決するための手段】以上の目的を達成するた

めに、本発明の請求項１は、第一の紙板の上面に第二の

紙板を貼り着けてなる紙製緩衝材の成形方法であって、

第一の紙板の要所に折線と切線を設けて該紙板に対し所

定の角度をもって折れ曲がる下側の折曲部を形成すると

共に、第二の紙板の要所に折線と切線を設けて前記下側

の折曲部の上面に貼り着け可能に折れ曲がる上側の折曲

部を形成し、上記第一の紙板上に第二の紙板を貼り着け

ると共に、所定の角度をもって折り曲げた下側の折曲部

の折り曲げ状態を維持しながら、該下側の折曲部の上面

に、該下側の折曲部と同角度をもって折り曲げた上側の
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折曲部を貼り着けることで、それら折曲部の折り曲げ状

態を固定することを特徴とする。このような方法によれ

ば、下側折曲部と上側折曲部の寸法差により、これらを

貼着けてなる上下の折曲部の折り曲げ状態が固定、維持

される。

【０００５】請求項２は、請求項１において、第一の紙

板と第二の紙板を成形型の雌型内に上下に重ねた状態で

セットし、その雌型に雄型を上方から重ねることによ

り、第一の紙板と第二の紙板の要所の折り曲げと貼り着

けを一工程で行うことを特徴とする。

【０００６】請求項３は、紙板が段ボールであることを

特徴とする。

【０００７】請求項４は、第一の紙板（１０）と第二の

紙板（２０）が、折線（１１ａ，１１ｂ），（２１ａ，

２１ｂ）を介して所定の角度に折れ曲がる少なくとも第

一の面部（１２），（２２）と第二の面部（１３），

（２３，２３）を有すると共に、下側の折曲部（１９）

と上側の折曲部（２９）が、前記折線（１１ａ，１１

ｂ），（２１ａ，２１ｂ）とほぼ対象位置にて反対方向

へ折れ曲がる折線（１６），（２６）を介して所定の角

度に折れ曲がる少なくとも第三の面部（１７），（２

７）と第四の面部（１８），（２８）を有し、第一の面

部（１２），（２２）と第二の面部（１３），（２３，

２３）を折線（１１ａ，１１ｂ），（２１ａ，２１ｂ）

を介して所定角度に折り曲げると共に、第三の面部（１

７），（２７）と第四の面部（１８），（２８）を折線

（１６），（２６）を介して所定の角度に折り曲げ、そ

の折り曲げ状態を維持しながら、第一の紙板（１０）上

に第二の紙板（２０）を貼り着けて、前記折り曲げ状態

を固定することを特徴とする。

【０００８】請求項５は、下側の折曲部と上側の折曲部

が、折線（６０），（６３）を介して第一の紙板（１

０＇），第二の紙板（２０＇）に対し所定の角度をもっ

て折れ曲がる傾斜面部（６２），（６５）からなり、そ

れら傾斜面部（６２），（６５）を、折線（６０），

（６３）を介して所定の角度に折り曲げた状態を維持し

ながら、第一の紙板（１０＇）上に第二の紙板（２

０＇）を貼り着けると共に、傾斜面部（６２）上に傾斜

面部（６５）を貼り着けて、それら傾斜面部（６２），

（６５）の折り曲げ状態を固定することを特徴とする。

【０００９】

【発明の実施の形態】以下、実施の形態の例を図面に基

づいて説明する。まず、図７に示す紙製緩衝材Ａの成形

方法について図１～図６を参照しながら説明する。図中

の符号１０は第一の紙板、２０は第二の紙板、３０は雌

型、４０は雄型を示す。それぞれの紙板１０，２０は所

望の強度を有する段ボールからなるもので、図に示すよ

うな形状に成形されている。

【００１０】すなわち第一の紙板１０は、略四角形の板

状に形成されると共に、所定箇所に設けた折線１１ａ，

１１ｂを介して連設される第一の面部１２と第二の面部

１３を有すると共に、それら面部１２と１３にわたって

形成した切線１４ａ，１４ｂと折線１５ａ，１５ｂで囲

まれる部分に、折線１６を介して連設される第三の面部

１７と第四の面部１８を有する。そうして、第一の面部

１２と第二の面部１３を折線１１ａ，１１ｂを介してほ

ぼ直角に折り曲げると共に、第三の面部１７と第四の面

部１８を折線１６を介して折線１１ａ，１１ｂとは反対

方向へほぼ直角に折り曲げて、それら第三の面部１７と

第四の面部１８で下側の折曲部１９を構成するように形

成されている。

【００１１】第二の紙板２０は、略四角形の板状に形成

されると共に、所定箇所に設けた折線２１ａ，２１ｂを

介して連設される第一の面部２２と第二の面部２３，２

３を有すると共に、それら面部２２と２３，２３にわた

って形成した切線２４ａ，２４ｂと折線２５で囲まれる

部分に、折線２６を介して連設される第三の面部２７と

第四の面部２８を有する。そうして、第一の面部２２と

第二の面部２３，２３を折線２１ａ，２１ｂを介してほ

ぼ直角に折り曲げると共に、第三の面部２７と第四の面

部２８を折線２６を介して折線２１ａ，２１ｂとは反対

方向へほぼ直角に折り曲げて、それら第三の面部２７と

第四の面部２８で下側の折曲部２９を構成するように形

成されている。また第二の紙板２０において、第一の面

部２２は上記第一の面部１２に、第二の面部２３，２３

は上記第二の面部１３に、第三の面部２７は上記第三の

面部１７に、第四の面部２８は上記第四の面部１８に、

それぞれ貼り着け可能な形状に形成されており、その貼

り着け部分には熱溶着する接着剤が予め塗布されてい

る。

【００１２】雌型３０は、上記した第一の紙板１０にお

ける第一の面部１２と第二の面部１３、及び、第二の紙

板２０における第一の面部２２と第二の面部２３，２３

を、それぞれ折線１１ａ，１１ａ、折線２１ａ，２１ａ

を谷折り方向へ折り曲げて、第一の面部１２と第二の面

部１３、及び第一の面部２２と第二の面部２３，２３を

ほぼ直角に折り曲げるための谷状部３１を有する。また

雌型３０は、上記した第一の紙板１０における第三の面

部１７と第四の面部１８、及び、第二の紙板２０におけ

る第三の面部２７と第四の面部２８を、それぞれ折線１

６、折線２６を山折り方向へ折り曲げて、第三の面部１

７と第四の面部１８、及び第三の面部２７と第四の面部

２８をほぼ直角に折り曲げるための山状部３２を、上記

谷状部３１の中央部分に有する。

【００１３】雄型４０は、上記した谷状部３１に合致し

て折線１１ａ，１１ａ、折線２１ａ，２１ａを谷方向へ

折り曲げる山状部４１を備えると共に、上記した山状部

３２に合致して折線１６，２６を山方向へ折り曲げる谷

状部４２を、前記山状部４１の中央部分に有する。

【００１４】尚、５１，５２は雌型３０に対する雄型４
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０の上下摺動をガイドするためのガイド部、５３，５

４，５５，５６は型内に上下に重ねてセットする第一の

紙板１０と第二の紙板２０の位置合せをするために位置

合せ部である。また、５７はそれぞれの型内に埋設した

加熱部である。

【００１５】以下、上記第一の紙板１０と第二の紙板２

０を雌型３０，雄型４０を用いて所定形状に成形する方

法を説明する。まず、雌型３０上に、位置合せ部５３，

５４により位置合せを行いながら第一の紙板１０をセッ

トし、さらに位置合せ部５３，５５により位置合せを行

いながら第一の紙板１０上に第二の紙板２０を重ねてセ

ットする（図３参照）。

【００１６】次に、雌型３０に対し雄型４０を上から重

ね、谷状部３１と山状部４１の合致により折線１１ａ，

１１ｂ、折線２１ａ，２１ｂを谷方向へ折り曲げると共

に、山状部３２と谷状部４２の合致により折線１５ａ，

１５ｂ，２５を谷方向へ、折線１６，２６を山方向へ折

り曲げ、これにより、第一の面部１２，２２に対し第二

の面部１３，２３をほぼ直角となるよう内側へ折り曲

げ、第三の面部１７，２７に対し第四の面部１８，２８

をほぼ直角となるよう外側へ折り曲げ、且つ加熱部５７

の加熱により、重なった状態にある第一の面部１２，２

２同士、第二の面部１３，２３同士、第三の面部１７，

２７同士、第四の面部１８，２８同士を、接着剤を溶融

させて貼り着ける（図４～図６参照）。

【００１７】貼り着け終了後に型から取り出された紙製

緩衝体Ａは、図７に示すように、梱包物の適所に当接若

しくは嵌合する折曲部（凸形状部分）100を備え、該折

曲部100は、ほぼ直角に折り曲げられた下側の折曲部１

９と上側の折曲部２９とが相互に貼り着けられているの

で、その折り曲げ状態が強固に維持された状態で固定さ

れる。よって、補強面板や接着代面板を別途設ける必要

が無く、また手作業により折り込み作業や接着作業を必

要とすることなく、成形型により一工程で図７のように

組み立て成形することが可能である。

【００１８】図８では、紙製緩衝材における折曲部（凸

形状部分）の変更例を示す。この例では、第一の紙板１

０＇において、所定箇所に設けた折線６０と切線６１で

囲まれる部分に、折線６０の折り曲げにより第一の紙板

１０＇に対して所定の角度をもって折れ曲がる傾斜面部

６２を設け、該傾斜面部６２により下側の折曲部を形成

すると共に、第二の紙板２０＇において、所定箇所に設

けた折線６３と切線６４で囲まれる部分に、折線６３の

折り曲げにより第二の紙板２０＇に対して所定の角度を

もって折れ曲がる傾斜面部６５を設け、該傾斜面部６５

により上側の折曲部を形成している。また第二の紙板２

０＇は第一の紙板１０＇の上面に、傾斜面部６５は傾斜

面部６２の上面に、それぞれ貼り着け可能な形状に形成

されており、その貼り着け部分には熱溶着する接着剤が

予め塗布されている。

【００１９】これら紙板１０＇，２０＇により紙製緩衝

材Ａ＇を組み立てる場合は、図示しないが、第一の紙板

１０＇上に第二の紙板２０＇を重ねた状態で、それぞれ

の傾斜面部６２，６５を所定角度に折り曲げ可能な谷状

部と山状部を備え、且つ上下に重なる第一の紙板１０＇

と第二の紙板２０＇及び傾斜面部６２，６５を貼り着け

るための加熱部を備えた雌型と雄型を用いて、前述した

実施の形態と同様に、一工程で所要箇所の折り曲げと貼

り着けを行い、図８に示すような形状の紙製緩衝体Ａ＇

を成形することができる。

【００２０】以上、本発明の成形方法を用いて成形する

紙製緩衝材の二例を説明したが、本発明の方法はこれら

紙製緩衝材の成形方法に限られるものではなく、二枚の

紙板を貼り着けて折曲部の折り曲げ状態を固定、維持す

る場合に広く採用可能な方法である。また本発明の方法

は紙製緩衝材以外の各種紙製製品の成形にも採用可能で

ある。

【００２１】

【発明の効果】以上説明したように本発明は、第一の紙

板の要所に形成した下側の折曲部の折り曲げ状態を維持

しながら、該第一の紙板の上面に第二の紙板を貼着ける

と共に、第二の紙板に設けた上側の折曲部を、下側の折

曲部と同角度をもって折り曲げた状態で前記上側の折曲

部の上面に貼り着けるだけの極めて簡単な作業で、それ

ら折曲部の折り曲げ状態を固定、維持することができ

る。したがって、補強面板や接着代面板等を多数設ける

必要なく、極めて簡単な作業で前記折曲部の折り曲げ状

態を固定することが出来、紙製緩衝材における凸形状部

分や凹形状部分、若しくはその他の折り曲げ部分、或い

は各種紙製製品における各種折り曲げ部分等を簡単、迅

速、低コストで成形し得る方法として、紙製緩衝材やそ

の他各種紙製製品の成形に好適に用いることができる。

【００２２】請求項２の方法によれば、成形型を用いる

ことで折り曲げ作業と貼着け作業を一工程で行うことが

可能であり、請求項１による前述の効果をより実効ある

ものとし得る。

【００２３】請求項３のように、紙板が段ボールである

場合、紙製緩衝材として必要な緩衝機能の確保が容易で

あるなどの効果がある。また本発明の方法は、請求項

４、５に記載されるような形状への対応が可能であり、

幅広い用途に対応することができる等の効果がある。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の実施の形態の一例を示す斜視図。

【図２】成形型の断面図。

【図３】成形手順を示す側面図。

【図４】成形手順を示す側面断面図。

【図５】成形手順を示す側面断面図。

【図６】成形手順を示す側面断面図。

【図７】組み立て後の紙製緩衝材の一例を示す斜視図。

【図８】組み立て後の紙製緩衝材の他例を示す斜視図。
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【符号の説明】

１０，１０＇：第一の紙板

２０，２０＇：第二の紙板

11a,11b,15a,15b,21a,21b,25,60,63：折線（谷折り側）

１６，２６：折線（山折り側）

１４ａ，１４ｂ，２４ａ，２４ｂ，６１，６４：切線

１２，２２：第一の面部

１３，２３：第二の面部

１７，２７：第三の面部

１８，２８：第四の面部

１９：下側の折曲部

２９：上側の折曲部

６２：下側の傾斜面部

６５：上側の傾斜面部

Ａ，Ａ＇：紙製緩衝材

【図１】 【図２】

【図３】

【図８】
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【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】


